
船 橋 市

ひとり親家庭のための
サポートブック

ひとり親家庭向けの給付金のほか、イベントや体験講座、中・高校生
向けの学習支援教室の案内など、最新情報を随時 LINE で配信してい
ます。右コードから配信カテゴリの「ひとり親家庭等への支援情報」を
選んでご登録ください。

LINE登録のお願い
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まずはご相談ください

各種相談は離婚前から利用可能です

名称 内容 相談員・場所・時間
※祝休日・年末年始は除く 担当部署・連絡先

ひとり親家庭
相談

就労や
生活全般など

〇面談
　・本庁
　　（月）～（金）　9：00 ～ 17：00
　・母子・父子福祉センター（要予約）
　　毎週（水）　9：00 ～ 16：00
　・船橋駅前総合窓口センター（要予約）
　　第 2（土）　13：00 ～ 17：00
　　第 4（水）　17：30 ～ 20：00
〇電話
　　（月）～（金）　9：00 ～ 17：00

こども家庭
センター

☎ 047-436-
2320

養育費等
弁護士相談

弁護士による、
養育費や離婚等
により発生する

法律問題

〇面談
　・船橋駅前総合窓口センター（要予約）
　　第 2（土）　13：30 ～ 16：30
　　第 4（水）　18：00 ～ 20：00
　　第 4（日）　13：30 ～ 16：30

女性相談

DV、離婚、
家族関係等の
困難な問題を
抱える女性
からの相談

〇面談
　・要予約
　（月）～（金）、第２（土）9：00 ～ 16：00
〇電話
　（月）～（金）　9：00 ～ 16：00

女性相談室
☎ 047-431-

8745

ヤング
ケアラー
相談

家族の介護等
を過度に

行っている
こどもに

ついての相談

〇面談
　・本庁
　（月）～（金）　9：00～17：00
〇電話
　（月）～（金）　9：00～17：00
〇 LINE
　24 時間受付
　※対応は市役所開庁時間内

こども家庭
センター

☎ 047-436-
2408

１. 相談先
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名称 内容 相談方法・場所・時間
※祝休日・年末年始は除く 担当部署・連絡先

女性の
生き方相談
・
男性の
生き方相談

女性・男性が
抱える様々な

悩み

【女性の生き方相談】
〇面談（要予約）
　・男女共同参画センター
　　毎週（水）　16：00 ～ 20：30
　　毎週（金）　10：00 ～ 16：00
〇電話（要予約）
　　毎週（水）　16：00 ～ 20：30
　　毎週（金）　10：00 ～ 16：00

【男性の生き方相談】
〇電話
　相談専用：047-423-0199
　　毎週（月）　18：45 ～ 20：45
　　　　　　　（受付 20：15 まで）
　　※祝休日の場合、翌（火）。

男女共同
参画センター

（フェイスビル5階）
☎ 047-423-

0757

女性のための
法律相談

女性が抱える
法律に関する

相談

〇面談（要予約）
　・男女共同参画センター
　　第 1（木）　 9：30 ～ 14：30
　　第 3（月）   16：00 ～ 20：00
　　第４（水）　13：00 ～ 17：00
　　※祝休日の場合、翌平日。

生活困窮者
自立支援制度

生活に
困っている方
の相談全般

〇面談
　・船橋商工会議所会館 １階
　　（月）～（金）　  9：00 ～ 17：00
　・船橋駅前総合窓口センター（要予約）
　　第 3（土） 9：00 ～ 15：00 
　　第 5（水）18：00 ～ 20：00
〇電話
　　（月）～（金）　  9：00 ～ 17：00

「保健と福祉の
総合相談窓口 

さーくる」
☎ 047-495-

7111

「オンライン相談受付フォーム」
　ひとり親家庭の不安や悩みについて誰かに話をしたいと思ったら、右の二
次元コードからご相談ください。
※�入力いただいた連絡先（メール・TEL）にこども家庭センターの相談員か

ら連絡することも可能です。

こちらからもご相談ください！ ・「役所の手続きが苦手で後回しにしてしまう」
・「どこに相談したらいいの」　
・「子育てに不安がある」　　　　　　など……
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２. 離婚をお考えの方、離別の方へ
　ご夫婦が離婚をするときに、あらかじめ話し合っておくべきことがあります。離婚後も、こど
もたちが安心して暮らし健やかに成長できるよう協議離婚の際には、養育費や親子交流について
定めること、またその取り決めにあたっては「子の利益を最も優先して考慮しなければならない」
ことが民法に明記されています。（民法第 766 条）
　将来の紛争を防ぐため、取り決めの内容は書面に残しましょう（公正証書等の作成）。

？夫婦間で話し合いができないときは？
夫婦での話し合いがうまく進まないときは、家庭裁判所の調停手続を利用することができ
ます。調停委員が入り、公平な立場でサポートをしながら、話し合いによって解決を目指
す方法です。手続きの始め方がわからないなど不安・心配がある方は、まずは母子・父子
自立支援員にご相談ください。（047-436-2320）

※イメージ図　
（図のどの段階でもご相談ください。）

夫婦間で話し合う

裁判 調停離婚 成立

離婚できない または 上訴 裁判離婚 成立

ままととままららなないい

ままととままららなないい ままととままるる

ままととままるる

調停 協議離婚 成立

ままととままららなないい ままととままるる

※イメージ図

離婚について

（図のどの段階でもご相談ください。）
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令和 6 年 5 月に民法等が改正され、令和 8 年 4 月に施行されました。詳細
については、右記二次元コードより市ホームページをご参照ください。
【主な改正点】
・�父母が、その協議により親権者を父母双方とするか、その一方とするかを定

める。
・�こどもの監護を主として行う父母は、他方に対して、離婚時に取り決めをしていなくて

も、一定額の「法定養育費」を請求することができる。また、支払いがされないときは、
差押えの手続を申し立てることができる。

　養育費は、こどもの権利です。離婚時によく話し合い、取り決め内容は、公
正証書など書面に残しておくとよいでしょう。

　父母はこどもの利益が図られるよう、交流の方法についてよく話し合う必要
があります。
　○交流の頻度と方法　○受け渡し方法　○父母の連絡方法　など　　　

よくあるご質問　①
Ｑ、�離婚を前提に夫と別居をはじめました。夫が受け取っている児童手当を、わたしがも
らうことができますか。

Ａ、�離婚を前提として、現在の児童手当受給者と別居をしている場合は、お子さまと同居
している保護者を児童手当の受給者として認定できる場合がありますので、担当課へ
ご相談ください。その際は、申請時に、離婚前提の別居であることを確認するため、
裁判所の発行する調停関係書類等の提出を依頼することがあります。

（児童手当に関する問い合わせ先　子育て給付課　TEL：047‐436‐2316）
 
Ｑ、�離婚後に、実家へ戻ることを考えています。両親と同居をした場合は、ひとり親家庭
の手当はもらえませんか。

Ａ、�両親と同居していると必ずしも受けられないということはありません。ただし、同居
をしている両親・兄弟姉妹・祖父母等の親族の方は所得審査の対象となりますので、
同居をされる親族の方が、所得制限を超えるような場合は、支給停止となる場合があ
ります。

（ひとり親家庭手当に関する問い合わせ先　子育て給付課　TEL：047‐436‐3316）

養育費

親子交流
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３. 死別の方へ

４. 未婚（非婚）の方へ

　配偶者が亡くなられた際は、多岐に渡る手続きが必要となります。市では、ご遺族が必要な手
続きをスムーズに進められるよう、戸籍住民課に「おくやみコーナー」を設置するとともに、戸
籍住民課や各出張所などで「おくやみハンドブック」の配布をしています。
　詳しくは「戸籍住民課　☎ 047-436-2270」にお問い合わせください。
　※受付時間（月）～（金）午前 9 時から午後 5 時　（祝日、休日、12/29 ～ 1/3 を除く）
　※手続きのサポートをご希望の方は、来庁前にご予約をお願いいたします。

　未婚（非婚）であっても、認知されたこどもの場合、養育費や親子交流の取り決めをすること
ができます。当事者同士での話し合いが難しい場合は家庭裁判所の調停を申し立てることも可能
です。ひとりで悩まず、まずはご相談ください。

よくあるご質問　②
Ｑ、�離婚後、こどもを父親の戸籍から母親の戸籍へ移すにはどうしたらよいですか。
Ａ、�家庭裁判所で「子の氏の変更許可」を得て、市役所に「入籍届」を提出していただく

必要があります。離婚の手続きをしても、親権の有無にかかわらず、お子さまの戸籍
は変動しません。

（入籍届に関する問い合わせ先　戸籍住民課　TEL：047‐436‐2270）
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養育費・親子交流の支援

離婚前の方も利用できる制度があります。詳しくは 1 ページの「ひとり親家庭相談」へお問
い合わせください。なお、制度の利用にあたっては一定の要件があります。

名称 内容

養
育
費
・
親
子
交
流

養育費等弁護士相談
【こども家庭センター】

養育費のほか離婚、親権、親子交流など、離婚時により発
生する法律問題に関する相談を実施しています。
※ 1 ページをご覧ください。

養育費・親子交流セミナー
【こども家庭センター】

養育費や親子交流等、離婚前後に発生する諸問題について
専門家によるセミナーを開催しています。
※事前にお申込みが必要です。

母子・父子自立支援員の
公的機関への同行支援

【こども家庭センター】

公正証書の作成のために公証役場に行く際や、調停の申し
立てのために家庭裁判所へ行くことが不安な方に、必要に
応じて母子・父子自立支援員が現地まで同行しています。

【同行可能な場所】
船橋公証役場、千葉家庭裁判所市川出張所
※原則初回のみ
※同行している支援員からアドバイスはできません。

公正証書・調停調書作成料の
補助

【こども家庭センター】

養育費に係る公正証書の作成に発生する手数料や、調停調
書の作成に発生する収入印紙代、切手代を補助しています。
※補助には上限があります。

裁判外紛争解決手続（ADR）の
手数料補助

【こども家庭センター】

裁判外紛争解決手続に係る申し立てや調停等に要する手数
料を補助しています。
※補助には上限があります。

養育費保証料の補助
【こども家庭センター】

養育費確保のために、保証会社と養育費保証契約を締結す
る際の本人費用負担 ( 保証料 ) を補助しています。
※補助には上限があります。

親子交流支援機関利用料の
補助

【こども家庭センター】

親子交流に支援事業者を利用した場合、利用料を補助して
います。
※補助には上限があります。
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ひとり親家庭への手当・医療費の助成

手
当

児童扶養手当
【子育て給付課】

児童が 18 歳到達後最初の 3 月 31 日（一定程度以上
の障害がある場合は 20 歳未満）まで、母子・父子家
庭の方などに手当が支給されます。ただし、手当額を
上回る公的年金を受給している方には支給されない場
合があります。

遺児手当
【子育て給付課】

父、母または両親と死別した中学校卒業前までの児童
を養育している方に支給されます。

児童手当
【子育て給付課】

高校生年代 (18 歳到達後最初の 3 月 31 日 ) までの児
童を養育している方に支給されます。

特別児童扶養手当
【障害福祉課】

知的・身体・精神障害などが一定程度以上で、20 歳未
満の児童を養育している方に支給されます。

医
療
費
の
助
成
・
減
免

ひとり親家庭等医療費助成
【子育て給付課】

ひとり親家庭の方などが医療機関で受診した場合、保
険診療の自己負担分の一部を助成します。
※児童が 18 歳到達後最初の 3 月 31 日（一定程度以
上の障害がある場合は 20 歳未満）まで対象。

子ども医療費助成制度
【子育て給付課】

高校生年代 (18 歳到達後最初の 3 月 31 日 ) までのこ
どもが医療機関で受診した場合、保険診療の自己負担
分の一部を助成します。

小児慢性特定疾病の医療費支給
【保健所保健総務課】

慢性で治療が長期にわたるために、保護者の医療負担
が高額になる特定疾病について医療費の一部を支給し
ます（新規申請は 18 歳未満）。

成人歯科健康診査、
各種がん検診費用の免除

【地域保健課・健康づくり課】

児童扶養手当を受給している方については、市が行う
成人歯科健康診査、各種がん検診の費用を免除します。

離婚前の方も利用できる制度があります。詳しくは 1 ページの「ひとり親家庭相談」へお問
い合わせください。なお、制度の利用にあたっては一定の要件があります。
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教育費の助成・貸付

就学援助制度
【学務課・保健体育課】

経済的な理由で学校で必要となる諸経費についてお困
りの保護者に対して、学用品などの費用の一部を支給
します。

大学受験料等支援事業
【子育て給付課】

進学に向けた支援を行うため、大学等の受験料（高校
3 年生等対象）と模試代（高校 3 年生等及び中学 3 年
生を対象）の一部を支給します。

高等学校等就学支援金等
（授業料支援）
【在学している学校】

高等学校等の授業料に充てるための就学支援金等を支
給します。

高校生等奨学給付金
【在学している学校】

生活保護を受けている世帯や低所得・中所得世帯を対
象に奨学給付金を支給します。（年収目安約 490 万円
未満程度が対象となりますが、世帯構成等により異な
ります。)

入学金軽減
【在学している学校】

県内私立高校に在学する生徒の保護者であって、所得
等要件を満たす場合、入学金を補助します。

高等教育の修学支援新制度
【在学または進学先の学校】

所得等要件を満たす世帯の方で一定の要件を満たす大
学、専門学校等に修学する場合、入学金、授業料等の
減免、給付型奨学金の支給が受けられます。

教
育
費
の
貸
付

奨学金貸付制度
【学務課】

高等学校、高等専門学校、中等教育学校（後期課程に
限る）、専修学校（高等課程および専門課程に限る）ま
たは大学（短大を含む）に進学予定で、経済的理由に
より進学することが困難な方に入学準備金貸付、また、
在学中の方に修学金貸付を行っています。

千葉県奨学資金貸付金
【千葉県教育庁財務課・在学して
いる学校】

高等学校等に在学中で経済的な理由により修学が困難
な方に対して、奨学金の貸付け（無利子）を行ってい
ます。

日本学生支援機構
【在学している学校】

大学院・大学・短期大学・高等専門学校・専修学校（専
門課程）に在学する学生 ･ 生徒を対象に貸付けを行っ
ています。

日本政策金融公庫
【教育ローンコールセンター】 教育一般貸付制度があります。

離婚前の方も利用できる制度があります。詳しくは 1 ページの「ひとり親家庭相談」へお問
い合わせください。なお、制度の利用にあたっては一定の要件があります。
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貸
付

母子父子寡婦福祉資金貸付
【こども家庭センター】

母子・父子家庭や寡婦等の方を対象に、経済的な自立
や児童の就学のための資金貸付を行っています。
※要事前相談

生活福祉資金貸付
【船橋市社会福祉協議会】

低所得世帯、障害者世帯、高齢者世帯の方を対象に、
生活の安定を図るための資金貸付を行っています。

資金の
種類 対象 貸付金額の限度※

就学支
度資金

子の就学、修業に必要な
入学金・被服購入費等

学校種別 自宅通学 自宅外通学

大学（私立）
※�大学（国公立）や専門

学校等への貸付けも
あります。

580,000 円　 590,000 円

修学
資金

子の就学に必要な授業
料、通学費等 月額 108,500 円 月額 146,000 円

事業
開始
資金

事業の開始に必要な設備
等の購入費用 個人の場合　　　　　3,720,000 円

転宅
資金

住宅の移転に必要な敷金
等の一時金や特に必要な
運送費用

260,000 円

※上記は貸付金の一例です。その他資金については右記二次元コードをご確認ください。
※貸付けには審査があり、申請前に生活状況等の聞き取りがあります。

母子父子寡婦福祉資金の貸付例（令和８年４月１日時点の情報です）
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生活・住まいの支援

離婚前の方も利用できる制度があります。詳しくは 1 ページの「ひとり親家庭相談」へお問
い合わせください。なお、制度の利用にあたっては一定の要件があります。

生
活
・
住
ま
い

家庭生活支援員の派遣
【こども家庭センター】

疾病等のため一時的に日常生活に支障のあるひとり親家庭
等に対し、家庭生活支援員の派遣を行います。

ファミリー・サポート・
センター事業

【地域子育て支援課】

保育園等への送迎や放課後の預かり等を協力会員がお手伝
いします。ひとり親家庭の方は利用料の減免があります。

子育て短期支援事業
【地域子育て支援課】

仕事等で一時的に養育が困難なときに、日帰りまたは宿泊
で児童を預かります。ひとり親家庭かつ非課税世帯の方は
利用料の減免があります。

家賃債務保証支援事業
【住宅政策課】

住み替えにあたって家賃債務保証会社等と家賃債務保証契
約を締結する場合に、初回保証料の一部を助成します。

住宅セーフティネット
家賃低廉化事業

【住宅政策課】

市に登録された賃貸住宅に入居する場合に、貸主に対して
家賃の一部を助成することで、入居者負担を軽減します。

市営住宅の確保
【船橋市営住宅管理センター】

市営住宅には、住宅で困っているひとり親世帯のみが申込
みできる住戸があります。

母子生活支援施設
【こども家庭センター】

特に困難な課題を抱えた母子を保護し自立を促進するため
の入所施設です。

住居確保給付金
【保健と福祉の総合相談窓口

さーくる】

離職等により収入を得る機会が減少し、住むところを失っ
た方または失うおそれのある方に対する支援として、転居
費用や原則 3 か月間の家賃相当額を支給します。（上限額・
その他要件あり）

国民年金保険料の免除・納付
猶予

【国保年金課】

国民年金保険料の納付が困難な方は、免除（全額、一部）
または納付猶予になる制度があります。

生活保護
【生活支援課】

様々な事情で生活にお困りの方へ、状況に応じて最低限の
生活を保障し、自立のための支援を行います。

JR 通勤定期券購入時の割引
【証明書発行：子育て給付課】

児童扶養手当の支給を受けている世帯の方が JR 通勤定期
券を購入する場合、3 割引きで購入できます。
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生
活
・
住
ま
い

駐輪場料金の免除
【都市整備課】

配偶者のない方で義務教育終了前のこどもを扶養している
方及びその方に扶養されている義務教育終了前のこどもに
対し、市営駐輪場の料金を免除します。※機械式駐輪場は
除きます。

水道料金の減免
【県水お客様センター】

児童扶養手当の支給を受けている世帯を対象に、水道料金
を減免する制度があります（適用されない区域もあります）。

少額貯蓄非課税制度
【各金融機関】

遺族基礎年金、児童扶養手当等の受給者で要件を満たす場
合は、預貯金などの利子が一定の範囲で非課税になります。

税制上の措置
【税務署・市民税課】

ひとり親の方は申告により所得税、住民税の軽減措置が受
けられる場合があります（寡婦控除、ひとり親控除）。

フードバンク・
パントリーピックアップ

【こども家庭センター】

児童扶養手当の支給を受けている世帯等を対象に、毎月、
フードバンクふなばし及び母子・父子福祉センターで、ご
家庭に必要な食品を無料で配付しています。（事前予約制）

実施団体：NPO 法人フードバンクふなばし

◀ 詳しくはこちら
　（フードバンクふなばしホームページ）

こ
ど
も
の
居
場
所
・
活
動
支
援

学習支援事業（中学生対象）
【こども家庭センター】

児童扶養手当の支給を受けている世帯等の中学生を対象
に、学習習慣の定着や基礎学力の向上を図るための学習支
援および居場所づくりを実施しています。

キャリア支援事業
（高校生世代対象）
【こども家庭センター】

児童扶養手当の支給を受けている世帯等の高校生世代の児
童を対象に学習支援やキャリア形成につながるセミナーを
実施しています。

こども食堂
【こども家庭センター】

主にこどもや親子に無料または安価で食事を提供する場で
す。ボランティア等の方々が、善意で提供された食材等を
元に食事を提供しており、こどもたちの居場所や多世代交
流の場にもなっています。

詳しくはこちら（船橋市ホームページ） ▶

ヤングケアラーの支援
【こども家庭センター】

様々な悩みをもつヤングケアラーの身体的・精神的負担を
軽減するために電話や LINE による相談を受け付けていま
す。　(1 ページをご覧ください。)
そのほか、各種支援が受けられる場合がありますのでご相
談ください。
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就職・離転職・資格取得の支援

離婚前の方も利用できる制度があります。詳しくは 1 ページの「ひとり親家庭相談」へお問
い合わせください。なお、制度の利用にあたっては一定の要件があります。

相
談
・
講
習

就労相談
【こども家庭センター】

就労担当の就業支援専門員が個別に面談を行い、生
活状況や課題を把握したうえで、求職・転職活動をき
め細かくサポートします。就職後のアフターフォローも
行っています。

就労自立促進事業
【こども家庭センター・ハローワーク船橋】

児童扶養手当を受給している方を対象に、ハロー
ワーク船橋と連携した就労支援を行っています。

パソコン技能習得講習
【こども家庭センター】 就労に有利な資格取得や技能を習得するための講習

会やセミナーを行っています。
【対象】
ひとり親家庭の父または母 /20 歳未満の児童 / 寡
婦 / 離婚前の方
※事前にお申込みが必要です。

就職準備・離転職セミナー
【こども家庭センター】
資格取得講習

【こども家庭センター】

ライフプランセミナー
【こども家庭センター】

家計管理等のセミナーを行っています。
【対象】
ひとり親家庭の父または母 / 寡婦 / 離婚前の方
※事前にお申込みが必要です

資
格
取
得

高等学校等卒業程度認定試験
合格支援事業

【こども家庭センター】

ひとり親家庭の父または母及び 20 歳未満の児童が
高等学校等卒業程度認定試験の合格を目指し、対策
講座を受講する場合に、受講料の一部を支給します。

自立支援教育訓練給付金
【こども家庭センター】

教育訓練（雇用保険制度等の指定講座）を受講した
場合の受講料や看護師・保育士等の資格を取得する
ため養成機関で修業している期間の生活費を支給し
ます。
※要事前相談
※審査があります。

【対象】
ひとり親家庭の父または母

高等職業訓練促進給付金
【こども家庭センター】

高等職業訓練促進資金貸付
【千葉県社会福祉協議会】

高等職業訓練促進給付金の受給者に、入学準備金・
就職準備金の貸付けを、また、母子・父子自立支援
プログラムの策定を受けた方に、住宅支援資金の貸
付けを行っています。
※審査があります。

求
職
活
動
支
援

職業相談、職業紹介
【ハローワーク船橋】

求人情報の提供や職業相談、職業紹介を希望される
方には、担当の就職支援ナビゲーターがきめ細かく
活動を支援します。また、マザーズコーナーにはキッ
ズスペースを設置するなど、こども連れで来所しや
すい環境が整備されています。
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「子育てナビゲーション」

船橋市子育て応援・情報アプリ　「ふなっこアプリ」

市では子育て支援の情報をまとめた「ふなばし子育てナビゲーション」を
発行しています。子育てに関する市の各種サービスをはじめ、相談窓口、
保育施設情報などについてまとめています。

（配布場所：市役所、各子育て支援センター、各児童ホーム等）

本市の子育て情報やイベント情報の提供、予防接種のスケジュール管理、母
子健康手帳の記録、出産や育児に関するアドバイスの提供等を「ふなっこア
プリ」にて配信しています。登録料・利用料は無料です。（通信料は利用者
負担です）

　こども家庭センターでは、就職活動に役立つセミナーのほか、ひとり親家庭のみなさまで情
報交換ができる場や親子で楽しめるイベント等を開催しています。詳しい内容等は詳細が決ま
り次第、LINE やホームページでお知らせいたします！
　みなさまにお会いできることを楽しみにしております。

～令和 7年度　実施イベント　※一部抜粋～
　◇親子でサイエンス教室
　　　8 月＠母子・父子福祉センター
　　　進行役の講師を招き、日頃の生活や子育てなどの悩みを共有し、交流を図りました。
　　　夏休みの思い出作りや自由研究の参考として、親子で科学を学びました。

　◇親子デイキャンプ
　　　11 月＠船橋市立大神保青少年キャンプ場
　　　自然の中で昼食を作り、植物を利用したゲームを体験♪
　　　親子で楽しい時間を満喫しました。

　◇初心者向け親子バスケットボール教室
　　　3 月＠青少年会館
　　　「千葉ジェッツアカデミー」のコーチが先生！小学生を対象に初心者向けの教室を開催し、
　　　親子でバスケットボールを楽しみました。

電子版はこちらから▲

▲詳しくはこちら（船橋市ホームページ）

情報交換会等のイベントも開催しています！
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こども家庭センター 本庁舎　3F 047-436-2320
母子・父子福祉センター

（相談・各種支援事業の実施） 社会福祉会館内　2F 047-466-1278

学務課

本庁舎　

7F
047-436-2852

保健体育課 047-436-2418
船橋市営住宅管理センター

6F
047-436-2040

住宅政策課 047-436-2712
都市整備課

4F

047-436-2293
地域子育て支援課 047-436-2407

子育て給付課 047-436-3316（ひとり親家庭助成係）
047-436-2316（児童助成係）

こども政策課 3F 047-436-2192
障害福祉課

2F
047-436-2340

市民税課 047-436-2214
国保年金課

1F
047-436-2282

戸籍住民課 047-436-2270
生活支援課 市役所分庁舎 047-436-2360
保健所保健総務課 船橋市保健福祉センター 047-409-2891
地域保健課 船橋市保健福祉センター 047-409-3274
健康づくり課 船橋市保健福祉センター 047-409-3404
保健と福祉の総合相談窓口

さーくる
船橋商工会議所会館 １F
船橋市本町 1-10-10 047-495-7111

千葉県教育庁財務課 千葉市中央区市場町 1-1 0120-23-1008
船橋市社会福祉協議会 船橋市福祉ビル 3F 047-431-5877（貸付）
千葉県社会福祉協議会 千葉県社会福祉センター内 043-244-2945（貸付）

ハローワーク船橋（第 2 庁舎） 船橋スクエア 21 ビル
4F・7F 047-420-8609

ハローワーク船橋
マザーズコーナー 船橋スクエア 21 ビル 4F 047-420-8609　43#

船橋税務署 船橋市東船橋 5-7-7 047-422-6511
船橋年金事務所 船橋市市場 4-16-1 047-424-8811
県水お客様センター － 0570-001245

日本政策金融公庫 － 0570-008656
（教育ローンコールセンター）

お問い合わせ先

各制度によって一定の要件があります。詳細は担当課にお問い合わせください。
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